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錐;

報!

北
海
道
大
学
法
学
部
法
学
会
記
事

O
平
成
三
年
二
一
月
二

O
日
(
金
)
午
後
二
時
よ
り

「
独
占
禁
止
法
か
ら
み
た
知
的
財
産
権
」報

告
者

出
席
者

[
報
告
の
要
旨
]

I 

知
的
財
産
権
の
市
場
に
お
け
る
機
能

稗

貫

俊

文

北
海
道
大
学
教
授
)

二
二
名

1
.
知
的
財
産
権
は
、
多
様
な
保
護
目
的
と
保
護
対
象
を
も
ち
、
そ
れ
ら

は
大
き
く
創
造
性
を
保
護
要
件
と
す
る
特
許
権
や
著
作
権
の
系
譜
と
、

識
別
性
を
保
護
要
件
と
す
る
商
標
権
の
系
譜
に
分
け
ら
れ
る
こ
と
、
前

者
の
系
譜
は
さ
ら
に
審
査
・
登
録
制
度
を
有
す
る
特
許
権
の
系
譜
と
、

そ
れ
が
無
い
著
作
権
の
系
譜
に
分
け
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ

た。

2
.
こ
の
大
ま
か
な
分
類
を
も
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
権
利
の
市
場
に
お
け

る
機
能
が
検
討
さ
れ
、
な
か
で
も
、
法
的
保
護
に
よ
る
創
作
的
活
動
の

奨
励
効
果
と
い
う
観
点
か
ら
み
る
と
、
特
許
権
の
系
譜
は
そ
れ
が
妥
当

す
る
が
、
著
作
権
の
系
譜
で
は
、
著
作
隣
接
権
に
か
か
る
事
業
や
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
デ
ー
タ
・
ベ
ー
ス
の
開
発
事
業
な
ど
の
一

部
を
除
い
て
、
イ
ン
セ
ン
テ
イ
ブ
効
果
が
個
人
の
著
作
物
の
創
作
活
動

に
ま
で
妥
当
す
る
か
疑
わ
し
い
こ
と
、
商
標
権
の
系
譜
で
は
そ
れ
が
妥

当
し
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。
そ
の
他
に
、
市
場
に
は
本
来
競
争
に

起
因
し
て
投
資
を
奨
励
す
る
効
果
が
あ
り
、
特
許
制
度
な
ど
は
か
か
る

市
場
の
機
能
を
逆
に
阻
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
な
ど
、
知
的
財
産

権
の
市
場
に
お
け
る
功
罪
が
、
産
業
組
織
論
の
研
究
成
果
を
紹
介
す
る

形
で
言
及
さ
れ
た
。

3
.
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
差
異
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
報
告
の
冒
頭
に
お

い
て
は
、
知
的
財
産
権
の
保
護
対
象
を
知
識
・
情
報
と
し
て
統
一
的
に

把
握
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
そ
し
て
知
的
財
産
権
が
「
知

的
財
産
権
」
と
総
称
さ
れ
る
理
由
は
、
知
識
・
情
報
の
本
来
的
性
質
か
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報

ら
占
有
管
理
す
る
こ
と
が
困
難
(
た
だ
乗
り
の
発
生
)
で
あ
り
市
場
に

お
い
て
取
引
さ
れ
難
い
と
い
う
難
点
を
、
法
的
保
護
に
よ
っ
て
克
服
す

る
こ
と
に
共
通
点
が
あ
る
か
ら
だ
と
指
摘
さ
れ
た
。

雑

H 

反
ト
ラ
ス
ト
法
と
特
許
の
経
済
学
|
|
特
許
ラ
イ
セ
ン
ス

契
約
と
そ
の
制
限
条
項
を
め
ぐ
っ
て

1
.
米
国
に
お
い
て
も
、
特
許
権
者
の
報
償
を
確
保
す
る
た
め
の
活
動
を

で
き
る
だ
け
自
由
に
す
る
こ
と
が
、
研
究
開
発
投
資
の
奨
励
効
果
を
強

め
る
と
い
う
政
策
的
含
意
が
特
許
制
度
に
内
在
す
る
と
解
さ
れ
て
き

た
。
そ
の
た
め
反
ト
ラ
ス
ト
法
の
規
則
は
、
過
度
に
厳
格
に
行
わ
れ
る

と
、
特
許
権
者
の
報
償
を
減
少
さ
せ
、
研
究
開
発
投
資
の
奨
励
効
果
を

損
な
う
も
の
と
考
え
ら
れ
た
。
経
済
学
者
の

F
・
マ
ッ
ハ
ル
プ
の
一
九

五
O
年
の
研
究
は
、
こ
の
よ
う
な
因
果
関
係
に
疑
問
を
投
じ
、
特
許
ラ

イ
セ
ン
ス
や
そ
の
制
限
条
項
を
規
制
す
る
こ
と
は
、
特
許
権
者
の
報
償

を
幾
分
減
少
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
こ
と
は
研
究
開
発
投
資
の

奨
励
効
果
に
有
意
な
影
響
を
与
え
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

2
.

こ
の
成
果
は
、
一
九
六

O
年
に
当
時
の
著
名
な
反
ト
ラ
ス
ト
法
学
者

D
・
F
-
タ
l
ナ
l
の
論
文
に
援
用
さ
れ
、
反
ト
ラ
ス
ト
法
の
規
制
に

お
い
て
は
、
特
許
権
者
の
ラ
イ
セ
ン
ス
の
意
欲
を
殺
ぐ
こ
と
が
な
い
よ

う
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
そ
れ
以
上
に
研
究
開
発
投
資
の
悪
影
響

ま
で
考
慮
す
る
こ
と
は
不
必
要
で
あ
る
と
い
う
立
場
が
表
明
さ
れ
た
。

報
告
者
は
、
タ

l
ナ
l
の
見
解
が
、
産
業
組
織
論
の
実
証
的
研
究

(
I

で
言
及
し
た
)
に
も
支
え
ら
れ
て
、
一
九
六

0
年
代
の
司
法
省
の
法
運

用
指
針
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
す
る
。

3
.

こ
れ
に
た
い
し
て
、
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一
九
八

0
年
代
の
司
法
省
は
、
反
ト
ラ
ス
ト
政

策
全
般
の
緩
和
の
流
れ
に
そ
っ
て
、
逆
の
立
場
に
大
き
く
転
換
し
た
。

司
法
省
は
、
実
証
研
究
よ
り
も
価
格
理
論
に
基
づ
く
経
済
分
析
に
信
頼

を
お
き
な
が
ら
、
特
許
ラ
イ
セ
ン
ス
や
そ
の
制
限
条
項
が
、
不
完
全
な

技
術
市
場
に
お
け
る
機
会
主
義
を
抑
え
、
取
引
費
用
や
リ
ス
ク
を
軽
減

し
て
、
活
発
な
投
資
活
動
を
促
し
、
競
争
を
促
進
す
る
こ
と
を
強
調
し

た
。
か
つ
て
の
立
場
は
、
知
的
財
産
権
の
市
場
に
お
け
る
役
割
に
無
知
、

無
理
解
だ
っ
た
と
破
棄
さ
れ
た
と
す
る
。

4
・
報
告
者
は
、
最
近
の
司
法
省
が
示
す
と
こ
ろ
の
、
技
術
市
場
の
不
完

全
さ
に
起
因
す
る
機
会
主
義
を
抑
制
し
、
リ
ス
ク
や
取
引
費
用
を
節
減

す
る
た
め
に
制
限
条
項
が
使
わ
れ
る
と
い
う
理
解
を
、
当
該
市
場
に
対

す
る
認
識
の
深
化
で
あ
り
参
考
に
値
す
る
と
認
め
る
。
し
か
し
、
そ
の

採
用
に
は
節
度
と
い
う
も
の
が
あ
る
べ
き
で
、
制
限
条
項
に
よ
る
現
在

の
事
業
活
動
の
制
約
が
、
か
え
っ
て
活
発
な
投
資
を
促
し
、
新
た
な
競

争
を
呼
び
起
こ
す
と
い
う
動
態
的
競
争
観
の
反
ト
ラ
ス
ト
法
へ
の
大
幅



な
導
入
に
危
倶
の
念
を
禁
じ
得
な
い
と
し
た
。
少
な
く
と
も
我
が
国
の

独
禁
法
は
、
時
間
的
に
長
期
を
見
通
す
よ
う
な
動
態
的
な
競
争
観
を
導

入
し
て
、
現
在
の
事
業
活
動
の
制
約
を
む
し
ろ
プ
ラ
ス
に
評
価
す
る
よ

う
な
法
的
枠
組
み
も
た
な
い
(
独
禁
法
の
競
争
の
定
義
規
定
二
条
四
項

を
参
照
)
の
で
、
同
じ
立
場
を
取
り
得
な
い
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
し

て
、
こ
の
観
点
か
ら
、
公
正
取
引
委
員
会
の
「
運
用
基
準
」
(
平
成
元

年
2
月
)
は
、
事
業
活
動
の
制
約
に
係
る
制
限
条
項
の
規
制
に
お
い
て
、

制
限
の
も
つ
特
許
ラ
イ
セ
ン
ス
の
競
争
促
進
効
果
を
十
分
に
評
価
し
つ

つ
、
し
か
し
現
在
の
制
約
を
可
能
な
か
ぎ
り
除
去
す
る
合
理
的
な
接
近

方
法
を
と
っ
て
い
る
と
評
価
す
る
。

[
質
疑
]

北海道大学法学部法学会記事

1
・
報
告
に
対
し
て
、
次
の
よ
う
な
質
問
・
意
見
が
提
出
さ
れ
た
。
列
挙

す
る
だ
け
に
止
め
る
。

2
.
何
が
、
回
年
代
か
ら
加
年
代
の
司
法
省
の
理
論
の
転
換
を
も
た
ら
し

た
の
か
。
そ
の
背
景
に
は
、
例
え
ば
、
技
術
の
内
容
・
発
展
の
仕
方
の

差
異
と
い
う
よ
う
な
事
情
が
あ
る
の
か
。
報
告
者
が
最
近
の
米
国
司
法

省
の
見
解
を
批
判
的
に
検
討
す
る
と
き
、
そ
こ
に
は
日
本
の
技
術
育
成

政
策
に
つ
い
て
の
特
定
の
立
場
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
か
。
司
法
省
の

別
年
代
初
頭
に
お
け
る
I
B
M
解
体
訴
訟
の
取
り
下
げ
、

A
T
&
T
の

同
意
判
決
な
ど
一
九
六

0
年
代
か
ら
七

O
年
年
代
始
め
に
形
成
・
確
立

さ
れ
た
寡
占
市
場
構
造
規
制
が
頓
挫
し
た
こ
と
が
、
特
許
制
度
を
寡
占

的
市
場
構
造
形
成
の
要
因
と
す
る
従
来
の
見
方
を
転
換
さ
せ
る
大
き
な

背
景
と
な
っ
て
い
る
と
み
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
「
た
だ
乗
り
発
生
」

「
占
有
困
難
」
な
ど
有
体
財
と
異
な
る
知
識
・
情
報
の
財
の
性
質
を
指

摘
す
る
が
、
そ
れ
は
債
権
、
動
産
な
ど
財
産
権
に
も
妥
当
す
る
こ
と
で

は
な
い
か
。
事
業
活
動
の
制
約
が
か
え
っ
て
新
た
な
投
資
を
呼
ぶ
と
い

う
見
方
を
特
許
権
の
側
の
見
方
と
言
う
が
、
知
的
財
産
権
法
に
お
い
て

も
現
在
の
競
争
に
対
す
る
配
慮
は
存
在
す
る
。
著
作
権
に
は
著
作
者
個

人
の
創
作
活
動
に
対
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
イ
ブ
効
果
が
乏
し
い
と
す
る
見

方
に
異
論
が
あ
る
。
等
々
。

O
平
成
四
年
一
月
二
四
日
(
金
)
午
後
二
時
よ
り

「
法
的
思
考
、
実
践
的
推
論
と
不
法
行
為
『
訴
訟
』
」

北法42(6・211)1623 

報
告
者

吉

田

邦

彦

氏

(
北
海
道
大
学
法
学
部
助
教
授
)

一
八
名

出
席
者



報

本
報
告
は
、
昨
年
夏
ま
で
の
二
年
間
の
在
米
研
究
の
「
帰
朝
報
告
」
の

一
環
と
し
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
近
時
の
民
法
学
者
(
と
く
に
平
井

教
授
)
を
中
心
と
す
る
法
解
釈
方
法
論
の
流
動
化
現
象
を
受
け
て
、
「
法

的
思
考
」
「
概
念
」
「
法
的
推
論
」
の
意
義
に
光
を
当
て
る
こ
と
か
ら
出
発

し
、
「
法
と
経
済
学
」
の
潮
流
の
影
響
の
下
に
、
功
利
主
義
的
・
政
策
志

向
的
思
考
が
色
濃
い
不
法
行
為
法
を
素
材
に
、
若
干
の
問
題
提
起
を
試
み

た
。
こ
の
際
、
哲
学
的
思
潮
の
変
貌
の
下
に
、
近
時
注
目
を
集
め
つ
つ
あ

る
「
ネ
オ
・
プ
ラ
グ
マ
テ
イ
ズ
ム
法
学
」
な
い
し
「
実
践
的
法
学
研
究
」

の
流
れ
か
ら
示
唆
が
得
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
た
。

詳
し
く
は
、
「
法
的
思
考
・
実
践
的
推
論
と
不
法
行
為
『
訴
訟
』
|
|

ア
メ
リ
カ
法
解
釈
論
の
新
た
な
動
き
を
求
め
て
(
上
)
(
中
)
(
下
)
」
ジ

ュ
リ
ス
ト
九
九
七
|
九
九
九
号
(
一
九
九
二
)
を
参
照
。

雑

訂

正

『
北
大
法
学
論
集
』
第
四
二
巻
四
号
に
以
下
の
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
致
し
ま
す
。

二
七
六
頁
よ
り
コ
二
四
頁
ま
で
の
各
頁

誤
一

ιπ
持

品

。

正

一

件

持

品

N
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